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はじめに
東北福祉大学（宮城県仙台市青葉区国見一丁目）は、 「行学一如」を建学の精神に掲げ、 「自利利他円満」の仏教哲学を教育理念とする
曹洞宗門の私立大学である。その創始は、明治期の僧職養成に遡り、曹洞宗専門学支校（仙台市若林区荒町昌伝庵境内） 、曹洞宗第二十五中学林（仙台市青葉区東二番丁、明治二十九年～） 、曹洞宗第二中学林（仙台青葉区東二番丁・南鍛冶町、明治三十五年～） 、栴檀中学（現在地、大正十五年～） 、栴檀学園高等学校（昭和二十三年～）を経て、昭和三十三年に東北福祉短期大学を開学、昭和三十七年より四年制の東北福祉大学となった。第二中学林時代の明治三十八年以降は、宗内生のみならず一般にも開放され、宗教的情操教育を取り入れた独自の校風を築いてきた。現在、一年次には坐禅体験を取り入れた「禅のこころ」が必修科目とされており、その実践の場は本校地である国見キャンパス構内の坐禅堂である。
東北福祉大学（以下、本学）坐禅堂は、昭和五十三年竣工の木造建築で、禅宗建築研究の第一人者である横山秀哉氏により古式の僧堂
に範を求めて設計された。曹洞禅 本義が坐禅にあることは論を俟たないが、そもそも禅寺における中心道場は僧堂であり、そこでは坐禅だけでなく行鉢（食事）から開枕（睡眠）に至 切が行われていた。堂の中央には聖僧像が安置され、その周囲に単（坐牀）を配し雲水が参集することから「雲堂」 、また仏祖を選出す 道場として「選仏堂」とも呼ばれる。本学の坐禅堂では、学内 おいて学生が授業で使用することを前提に、禅僧にとっての日常生活 関わるものを省いた坐禅本位 構造 するという工夫 されており、堂内中央には、 建立と同時に彫刻家・難波孫次郎によって新造された本尊「聖僧文殊像」 （口絵） が安置されている。聖僧文殊は僧形文殊とも言い、菩薩の通形 はなく比丘形 と もので、平安時代より食堂の本尊とされてきたことが知られている。 の姿は鎖骨や肋骨の浮き出た老僧であることが多いが、難波は若々しく力強い壮年の姿で表現している。
ところで、十八世紀半ばに成立した禅宗用語辞典『禅林象器箋』には、僧堂の本尊であり上座である聖僧像に関して「其像不定。若大
乗寺則安文殊。小乗寺則憍陳如。或賓頭盧。有處用大迦葉。復用空生。如禅刹 則通用不拘
）（
（
。 」 とあり、 複数の具体的尊名を挙げているが、
横山氏によれば、古式僧堂においては専ら僧形文殊であった いう
）（
（
。日本の原始禅刹では、中国の南宋から元初の清規に則った僧堂での
生活を行っていたが 近世前期 請来された黄檗禅の影響によって僧堂 禅堂化が進み こ により僧堂と 堂（坐禅堂）の混同が進ん
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だとみられている。かつて筆者は、本学所蔵の難波作品のひとつとして坐禅堂「聖僧文殊像」を紹介したが
）（
（
、本稿では改めて坐禅堂建立
の経緯 ともに本像を取りあげ、また僧堂の歴史的変遷を踏まえ、坐禅堂に聖僧文殊を祀る意義について若干の考察を試みたいと思う。
一
　
東北福祉大学坐禅堂建立の次第
坐禅堂は国見キャンパスの構内西北に位置し、図書館と三号館校舎の中間の小高い地点に建つ。規模は平屋建ての延べ約八十坪。四周
廊下、内堂五十二単の本道場に、東司、後架 付設した純日本式の建築である。
建立を発願した第二代学長・大久保道舟
）（
（
は、自らも僧籍にあり、道元研究で知られる碩学だが、その行動には宗門大学としてのあるべ
き姿を強く意識していたことが窺われる。大久保は、昭和四十三年三月二十一日から昭和五十三年九月までのおよそ十年間、学長として在任し、その間に学科増設をはじめ、福聚殿（講堂兼体育館）や図書館などの学校環境の整備に努めた他、旧禅堂の改修や仏教福祉研究所の新設など、宗教教育にも力 注いだ。坐禅堂本尊「聖僧文殊像」の台座に 「禅堂新築浄財勧募帳」と墨書された木箱が納入されており、中には坐禅堂落成を記念して関係者に配布された『坐禅堂建立始末記』 『坐禅堂建築協賛金御寄附感謝録』および寄附芳名薄原本等が確認された。以下、これらの記録を元に発願および造立の経緯について述べる
）（
（
。
学長就任の際、抱負を問われ「この大学に魂を入れたい」 と答えた大久保は、先ずその魂の拠りどころとして、福聚殿（講堂兼体育館）
を特別の建築にすることを考えた。すなわち、 その外観は奈良・法隆寺の夢殿に倣った八角形とし、 そこに法華八葉の蓮弁（法華の精神）や、聖徳太子が慈悲行 実践として行った敬田院（福祉の精神）を体現させ さら 正面ステージ奥に須弥壇を設け、ここに難波孫次郎作「一仏両祖像
）（
（
」 （釈迦如来・道元禅師・瑩山禅師） を奉安し、 全学帰崇の依拠としたのである。昭和四十九年に完成したこれらによって、
「魂の拠りどころ」 はできた。しかし、 真箇の魂を入れるとは、 おのおのが自己本来の面目を徹見し、 行学一如の精神に生きることであり、それには「魂を磨くための道場」が必要である。そ で、昭和五十二年度より、建学の基盤にある宗旨を学生一人一人の人格形成に資する実践の場として、入学生全員の正課の中に「坐禅」の実修が取り入れられた。しかし正式 堂がなかったため 当初は福聚殿（第一体育館） と武道実修場（第三体育館） を仮坐禅堂に見立てて坐禅が行われていた。そうし 中、新た 図書館建設の計画が持ち上がり
東北福祉大学仏教文化研究所紀要
　
第一号
三〇
その工事に伴ってかなりの空地が生じた。これは予想外の事柄であったが、大久保にとっては天籟的現象のように感じられたという。こうして、魂を磨く無上の道場にするべく、坐禅堂の建立が動き始めたのである。
設計については、木造にするか、あるいは流行のコンクリート建てとし内部構造を木造にするかが、計画段階における第一の問題で
あった。検討の結果、古式に準じ、純然た 木造建築にするのが妥当との結論に達したが、坐禅堂は禅宗伽藍の中でも特殊な形式のもので、それに伴ういろいろな故実もあることから、誰にでもでき ものではない。幸いにも、その道の大家であり禅宗建築研究の成果を反映して数多くの設計実績をもつ横山秀哉
氏
）（
（
に相談を持ちかけ、設計を依頼することになった。大学としても参考のため既存の坐禅堂
─
伊豆の修善寺・静岡の可睡斎・大本山総持寺・東京長谷寺（大本山永平寺別院）
─
を参観して大体の方向を定める一方、横山氏
には坐禅堂の規模や内部構造等について、 幾通りもの設計図を作製いただいた。 坐禅堂は本来雲水が坐禅修行に常詰する道場であるから、万事その形式に沿うべきところではあるが、学内にあっては授業の中で使用さ ることから、日常生活に関わる部分はこれを省き坐禅中心の構造 改めた。例えば、函櫃（大衆 衣服類を収め置く櫃）は不要のため省略し、坐禅をする「単」はこれを縮めて坐りよくした。また、外単（暫到の者の坐る単）を省いて内単のみの五十二単とし、さらに堂内の露地は全て板敷に改 て、入堂する者はあらかじめ一定のところで脱靴し、素足で入 よう した。
建材となる材木の入手は大きな課題であったが、これに聞き及んだ鎌田陽三氏（東北福祉大学後援会の代議員）の斡旋により、青森県
津軽産のヒバ材を使用することになった。ヒノキ科アスナロ属の常緑針葉樹であるヒバは、翌桧（あすなろ） もいい やや軽軟な材で、加工性に優れ、表面の仕上がりが美しい。抗菌作用のある精油成分を多く含み、特有の香りがある 湿気に強く高い耐朽性をもつことから、神社仏閣の建築用 に用いられることも多く、青森ヒバを用いた例として岩手県平泉 中尊寺金色堂が有名である。青森営林署 繋がりをもつ鎌田氏は幾度か青森 山中（市浦村）に赴いて樹齢四、五百年の良木を選び これを三和製材所 運んで製材し、送り届けて下さった。これにより、坐禅堂は屋根の裏板に至るま このヒバ材のみで建造することが可能となったの ある。
また、坐禅堂および本尊「聖僧文殊像」造立のための費用は、一切を公費に頼らず勧募の浄財によって賄われたことが、 「聖僧文殊像」
台座に納められ 『坐禅堂建築協賛金御寄附感謝録』から知られ 。そこには、大本山永平寺貫主ならび大本山総持寺貫主を じめとして、宗務庁および東北六県・北海道 曹洞宗寺院、全国有縁の方々、また大学教職員有志ら 芳名が記されている。大久保は勧募の意図とし 道元禅師が嘉禎元年（一二三五）山城興聖寺に初めて僧堂を建立された際、勧進疏を作成 、篤信者一人 力に頼らず、広く浄
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信を募ったことを挙げており
）（
（
、こうして多くの有縁の人々を得たことを「坐禅堂建立始末記」に感謝と感激を込めて熱く語っている。
二
　
本尊「聖僧文殊像」 （口絵）
　　
木造（ヒノキ材の一木造）
　
素地仕上げ
　　
像高一三三・五㎝
　
台座高一二二・五㎝
　
面長三八・五㎝
　
面幅二五・〇㎝
　
耳張三〇・〇
　
面奥三二・〇㎝
　
胸厚四四・〇㎝
　　
膝奥七四・ ㎝
　
像奥（含裳先）八八・五㎝
　
肩張六八・〇㎝
　
臂張七四・〇㎝
　
膝張九五・〇㎝
　
膝高三〇・〇㎝
　　
昭和五十三年
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本尊「聖僧文殊像」は、像高一三三・五㎝。構造はヒノキ材を用いた一木造りで、膝前に別材を剥ぎつける。内刳は施していない。背
面を中心に縦に干割の生じた箇所を埋木してある。表面は素地仕上げであるが、面部を中心に木材の樹脂によるとみられる若干の変色が生じている。
像容は頭部を円頂に表わした声聞形で、耳朶を長くつくり、首元には三道を刻む。結跏趺座し、膝前で定印を結ぶ両手は、右手の上に
左手を重ねている。衣は偏袒右肩にまとい、両足裏は衣で覆う。胸の盛り上がった力強い肉付きに加え、胸厚や腹部の奥行きは十分に取られ、側面の量感も申し分ない。張りのあるやや面長な頭部には、伏し目がちの大きな目と、太くしっかりとした鼻を配し、口元 わずかに口角を引きあげ微笑を浮かべる
作者の難波孫次郎（一九一四年生～二〇一〇年没）は、昭和七年、当時帝展審査員で東京美術学校教授であった関野聖雲の門に入り、
本格的な木彫の手ほど を受けた。その後、昭和十三年、東京美術学校彫刻科木彫部予科に入学し、昭和十七年九月に同校を卒業する際には高村奨学賞（優等） 受賞するなど優れた成績を修めて る。また、北村西望、平櫛田中とい 日本近代を代表する彫刻家に学んでいる。作家としての活動では、昭和二十一年 第一回日展で「葡萄」が初入選し、以来連続入選 果た てい 。中でも昭和三十一年第十二回日展出品の「鉄槌投」と、翌年第十三回日展出品の「円盤投」は特選を受賞。 「鉄鎚投」 、 「円盤投」のように、躍動する男性を
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モチーフとした力強い作品を得意とした。昭和三十六年には日展会員となり、審査員を務めた。また昭和五十年には自宅兼アトリエを構えていた厚木市より第一回厚木市民文化賞を受賞。半世紀以上にわたり日展を中心に活動し、他に都市美術展、スポーツ芸術展、日彫展に出品が認められる。
難波には依頼制作による仏像の作品も多く、駒澤大学八十周年記念事業の一環として新築された講堂兼体育館の「一仏両祖像」 （昭和
三十九年） をはじめ、先述の東北福祉大学福聚殿「一仏両祖像」 （昭和四十九年） 、飯山白山森林公園厚木市戦没者慰霊堂「釈迦如来坐像」（昭和四十九年） などが知られている。 いずれも量感豊かな力強い造形を特徴とするが、 昭和三十九年三月二十四日付『神奈川新聞』 には、駒澤大学体育館「一仏両祖像」制作中の難波の談話として、 「オリンピック協賛事業であるので、精根をこめて制作しています。如来像は奈良朝時代の様式ですが近代的なボリュームをもたせた仏像にしています わが国の古典美術を紹介するにはまたとない機会で
す
）（
（
。 」
とある。 は、 昭和三十九年の東京オリンピック開催に際し、 同組織委員会からの要請と補助金を受け 建設されたもので、開催期間中にはソ連・アメリカのバレーボ ル選手らの練習場として使用された
）11
（
。難波は仏像制作を専業とする仏師ではなく、現代彫刻
の作家であるが、日本彫刻史の古典とされる天平仏 造形様式を意識 いたことは興味深い。 「聖僧文殊像」の胸の盛りあがった力強い体躯、彫りが深く若々しい面貌表現 も、同様の 意図が見て取れよう。
また本像は、坐禅堂内の中央に据えられた高さ約一二○㎝の台座の上に安置さ
れている。台座も難波により一具として作られた ので、台座正面には文殊菩薩の乗り物である獅子の面が彫刻されている。
三
　
聖僧像と聖僧供養
聖僧関連の先行研究には哲学・思想史・美術史等の諸領域 おいて蓄積がある
が、中でも美術史では、昭和五十三年に伊東史朗氏 大阪・観心寺「聖僧像」例に聖僧の思想的背景、造形的特徴、具体的な尊名比定 関する示唆的な提言を
図 1 　伝聖僧文殊像
京都・東寺所蔵
東北福祉大学坐禅堂および本尊「聖僧文殊像」をめぐって
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されており
）11
（
、また奥健夫氏は京都・東寺「伝聖僧文殊像」をめぐって聖僧像の性
格や儀礼形態、また寺院内で果たす機能について言及している
）12
（
。
奥氏が論じた東寺「伝聖僧文殊像」 （図
１
）は、十四世紀半ばに杲宝が編纂し
た『東宝記』に詳しく それによると「私云、当堂依為食堂、大師御在世不及本尊之安置、以聖僧為上座、件聖僧大師御作
云
々
）13
（
」とある。弘法大師作とする記述
は信じにくいが、他に『東長儀』等の記録にも食堂の聖僧を礼することが述べられていることから 鎌倉前期以来 東寺食堂に所在したことが確認される。また杲宝は、本像の尊名について賓頭盧説と僧形文殊説を紹介しているが、後述する『顕戒論』等を根拠として文殊であると比定している。なお、これ以前に成立したとされる『東寺長者拝堂記』には「聖僧。
賓頭盧
也
）11
（
」とあり、本像の尊名が僧
形文殊に定ま のは杲宝の考証に拠るものと見られる。
現存する僧形像の中で、聖僧文殊としての造立あるいは伝来が推測される初期
作例としては、先に述べた東寺「伝聖僧文殊像」 （平安前期）の他、京都・法金剛院「僧形文殊
像
）15
（
」 （図
2） （平安後期） 、滋賀・善水寺「僧形文殊像」 （図
3）
（平安後期） などが知られており
）11
（
、文永七年（一二七〇） の墨書銘を有する奈良・
円成寺「僧形文殊像」も食堂安置の明らかな例である。史料の上では、 『広隆資材校替実録帳』の「一佛物章（中略）聖僧壹体
 
居高三尺一寸
」や『広隆寺由来記』
の「聖僧文殊像。
坐像。高三尺一寸。道慈和
尚
）11
（
。 」 、 『神護寺略記』の「一食堂。
七間。承
平実録帳十一間云々。文
（ママ）
珠安置之。聖僧云
々
）11
（
。」等がある。
十六羅漢の第一に挙げられる賓頭盧は、羅漢図の中で老いた胡僧の姿に表わさ
れるが、聖僧文殊の諸像もまた、面部に皺を刻み肋骨 浮き出た老僧の姿であることが通例で、他の聖僧（賓頭盧や迦葉等）と形状の上で区別することは困難
図 2 　僧形文殊像
京都・法金剛院所蔵
図 3 　僧形文殊像
滋賀・善水寺所蔵
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ある。なお、東寺「伝聖僧文殊像」について奥氏は、頭部の皴やたるみに見る質感表現、頭蓋骨の骨格の的確な把握、肉付けの微妙な起伏によって老貌を表わす表現手法等から、九世紀前半も早い時期に造られたと ており、東寺が空海に下賜された弘仁十四年（八二三）以前に遡るとすれば 当初は文殊菩薩より賓頭盧尊者等の像として造られ 可能性が高いと指摘している
）11
（
。このように、聖僧像の尊名を
検討する際 は、来歴や寺史を紐解き個別の事情を勘案する必要が出 くるが、来歴不詳の場合も多く容易ではない。
そもそも聖
僧
）21
（
とは理想的僧侶を象徴する存在であり、その背景には、聖僧は現世に在り続ける
─
すなわち、賓頭盧や迦葉は弥勒下
生の時を待って現世に留まっており、また は涅槃を繰り返し 出現する
─
といった思想があるという。僧侶らが日常生活の場に
聖僧の座を設けて供養することはインドに起源をもち、中国では六朝時代に始まったと見られる。早い例として、 『梁高僧伝』巻五「釈道安伝」には、道安の夢中 出現した胡僧について、後に弟子の慧遠が賓頭盧尊者であったことを悟り、座を設けて供養が行われ、こが他地域の寺院の模範となったとの逸話が登場する
）21
（
。このように、初期における聖僧供養の形態は、僧侶らを招き集めて食事を提供する
斎会の場において、衆僧の上座に聖僧 ための榻 置いて勧請し、供膳供養するという空座の形式であった それが後に、聖僧の形像をその場に奉安するよう なったも で、 『法苑珠林』 は、宋泰始（四六五～四七一）の末年、正勝寺釈法願と正喜寺釈法鏡が初め 聖僧を図画し、元々聖僧座を設けていた場所 掛け とある
）22
（
。
やがて唐時代の八世紀後半になり、不空（七〇五～七七四）の登場によって新たな文殊上座制が取り入れられた。 『代宗朝贈司空大弁
正広智三蔵和上表制集』 （以下、不空表制集） は、次のように述べられ いる。
 大聖文殊師利菩薩。大乗密教皆周流演。今鎮在台山。福滋兆庶。伏惟宝応元聖文武皇帝陛下。徳合乾坤。明並日月。無疆之福康我生人。伏望自今已後。①令天下食堂中於賓頭盧上特置文殊師利形像以為上座。詢諸 典具有明文。僧祇如来尚承訓旨。凡出家者固合摳衣。②普賢観音猶執拂而為侍。声聞縁覚擁篲而居後。斯乃天竺国皆然。非僧等鄙見。仍請永為恒武
）23
（
。 （傍線筆者）
この不空の奏上により、傍線①にあるように、天下諸寺の食堂において従来行われてきた賓頭盧上座に対し、さらに を設けて文殊
菩薩を祀るようになった。ところで、不空の説く文殊像の形姿 つい 、伊東史朗氏 「当時の文殊信仰の一般的な鼓吹や、唐の朝廷に密接な関係があった不空の上表であることなどと相俟って、寺院に文殊 聖僧として上座に安置する風がこの頃から増加したことと思わ
東北福祉大学坐禅堂および本尊「聖僧文殊像」をめぐって
三五
れ
る
）21
（
。 」と述べ、僧形の文殊像を想定されているが、岩崎日出男氏によれば菩薩形をとる六字文殊像であった可能性があるとい
う
）25
（
。すな
わち、 『不空表制集』の傍線②は、菩提流支訳『六字神呪経』に説く文殊三尊の形式
─
文殊菩薩を中心に左に観音菩薩、右に普賢菩薩
を配し、両脇侍が白拂を持つ
─
の内容と一致する。こうした岩崎氏の見解を踏まえて柴田憲良氏は、文殊像に対し従来の聖僧供養と
同様に施 ていたことは疑いないが、不空のいう文殊上座の形式は賓頭盧の上座に文殊像を安置するもので、聖僧の役割を果たす文殊菩薩が僧形である必要はなかったとしている
）21
（
。
四
　
僧形文殊像の成立と最澄による文殊上座の提唱
日本での聖僧供養については、七世紀末の飛鳥池遺跡出土木簡から「
□
聖僧銀皿」の墨書が見つかってお
り
）21
（
、早くから日本に伝わって
いたことが知られる。また、 『法隆寺伽藍縁起并流記資材帳』に養老六年（七二二）十二月四日元正天皇納賜のこととして聖僧分の白銅供養具「鉢」 「多羅」 「鋺」 「鉗」 「■
）21
（
」が見られることや、延暦七年（七八八）の『多度神宮寺伽藍縁起資材帳』に「聖僣御座短茵壹
枚
）21
（
」
とある等、奈良時代には中国の初期形態と同様に空座の聖僧供養が行われていたことが分かる。聖僧像の安置が行われはじめたのは、やや遅れる八世紀と見られ、伊東史朗氏によれば、 『大安寺資財帳』に「聖僧一躯」とある例が最も早く、本像への供養具として養老六年（七二二）十二月七日元正天皇納賜の「白銅鉢一口。白銅多羅二口。白銅鋎（鋺）七口。匙一枚。箸一具。 」が記されてい
る
）31
（
。しかし、こ
うした八世紀以前の聖僧像に具体的尊名の記載は見られない。
聖僧像に具体的尊名が浮上する時期について、藤井恵介氏は、比叡山における大乗戒壇設立を企図した最澄との関わりを指摘してい
る
）31
（
。最澄が南都諸宗からの論難に対し大乗戒壇の正当性を主張するべく弘仁十一年（八二〇）に著した『顕戒論』は、法会の際に賓頭盧
を請じてこれを上座とするのは小乗寺院の作法であ とし（開示小乗上座明拠一四） 、文殊師利は出家菩薩の上首であり、食堂に文殊師利像 安置するのが天竺から大唐の大 仕方 述べ（開示大乗上座像明拠十五） 、さら 『 表制集』の「天下寺食堂中置文殊上座制」を引用して大乗寺院における文殊上座の根拠を説いている（開示大唐文殊為上座新制明拠十
六
）32
（
） 。当時、最澄は大乗戒壇
の設立を切望しており、文殊上座の風習が日本にはないことを踏まえ、わ 国には大乗寺院が存在しないことを強調する意図をもって文
釓
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殊上座の提言を行ったのである。
また、 『顕戒論』には「①又
経云。若有衆生。但聞文殊師利名。除卻十二億劫生死之罪。
已上経文
  順天竺法。文殊上座安置食堂。晨朝日中。
二時礼敬。除卻二十四億劫生死之罪。豈不懺悔哉。②浄往之義。深契説戒。天竺大乗寺。文殊為上座。良由此衆縁也
）33
（
。 」 （傍線筆者）とあ
るが、そこから食堂所安の聖僧像の機能として布薩における役割が読み取れるという
）31
（
。布薩とは、月に二度、僧が集まって上座僧が戒本
を読み上げ、各自の犯した罪があれば発露懺悔する行事をいう。①では『文殊師利般涅槃経』の引用により、文殊によって罪障を滅し、文殊の名を聞き の形像を見るだけで悪道に堕ちないという功徳を示しており、②の「浄往」 「説戒」は共に布薩を意味し、従来の聖僧の機能に合致することを主張する。つまり、文殊菩薩は、 『梵網経』に説く大乗菩薩戒の受戒において羯磨阿闍梨として作法を司ることに加え、罪障消滅の功徳をもたらし、布薩においては衆僧の懺悔による滅罪を助ける役目をもつのである。
さらに最澄は、 安置仏の像容について「論曰。古徳相伝云。夫賓頭盧像。無文造像。但敷設浄座。見華取験。今此閒諸寺。所置上僧形。
恐皆是文殊像矣。 先代伝人。 謬指文 。 名為賓頭盧
）35
（
。 」 と述べ、 従来の僧形像は本来文殊像であり、 先人が誤って賓頭盧と名付けてしまっ
たのだと、半ば強引に主張しており 賓頭盧と僧形文殊の間に形状の上での差異はほぼ無かったものと理解できる。ところで、最澄が賓頭盧像を僧形文殊と主張した経緯として 以下 柴田憲良氏 説 注目した
）31
（
。先述の通り中国において不空が唱えた文殊上座が六字文
殊であっ とすると、僧形文殊ではなく、賓頭盧像と併置される形式であった ずである。奈良時代以前、具体的尊名を持たなかった聖僧像だが、中国で聖僧 いえば賓頭盧尊者 指したことから 日本 聖僧を図像化す 際、中国伝来の賓頭盧像をモチーフにしたと推測される。当時すでに、複数 関連経典が請来されていたことも影響した ろう。やがて、最澄が大乗菩薩戒に関連させて文殊上座を主張しようとし 際、従来斎会で祀られてきた聖僧像につ て、本来は像を造らずに空座で供養していたことを再確認した上で、従前の聖僧像が実は文殊像である 説いたのであり、つまり 最澄が賓頭盧像を文殊像であると見なしたために、日本に いて僧形文殊像が創出されたとする見解である。史料の乏しい中での断定は難しいが、筆者もその可能性は高いものと考え
東北福祉大学坐禅堂および本尊「聖僧文殊像」をめぐって
三七
五
　
禅寺における僧堂と本尊像
本学坐禅堂建立の際、道元が浄信の勧募により建立した山城興聖寺僧堂の先例に倣ったことは先に述べた通りであるが、 『永平開山行
状建撕記』に引用する「宇治観音導利院僧堂勧進疏」 （以下、勧進疏）には「寺院ノ最要ハ、仏殿、法堂、僧堂也、此中、仏殿ハモトヨリアリ、法堂イマダ
（ママ）
シ、僧堂最モ切要ナリ、今是ヲ建立セントス
）31
（
」 とある。曹洞禅を日本に請来した道元は、帰国後最初に『普勧坐禅儀』
を撰述し、坐禅の意義や心得、方法を説き、僧俗あらゆる人々にその実践を勧めた。只管打坐を仏法の本義とする曹洞禅において その実践の場である僧堂は最も重要な建築になる。「勧進疏」 は続けて「其テイタラク、七間ノ堂宇ヲタテ、堂内ニヘダテナシ、長牀ヲ設テ、僧衆集リ住シ、昼夜ノ行道、暫モヲコタラズ、正中ニ聖僧ヲ安ジテ、僧衆囲繞シテ住ス」とその建築構造を説くが、横山秀哉氏はこれを日本における正規僧堂の嚆矢であろうとし、清規類の検討および遺構の実測調査を踏まえ、古式僧堂の特徴について次のように述べている
）31
（
。僧堂は、住持・首座ならびに掛塔の衆僧が
日々坐禅弁道の道場とする内堂と、後位の者や客層らの席が設けられる外堂からなる。内外両堂の規模が小さければ直接接続するが、規模の大きい場合は採光と通風のための明 （中庭）をとって中央部のみを連絡す 。内外両堂の左右背面 堂内の安静のためと経行の場所として設けられた廊下が巡らされ前面の回廊 接続 。また内堂 中央には聖僧像が安置され、これを取り囲んで 牀（内単 も呼ぶ）が配置されるが、間口方向 柱間を七つに分けて中央の一間を空けて聖 の安置に当て、聖僧より 手の上間と右手 下間にそれぞれ三間ずつ坐牀が るので、 これがいわゆる「七間僧堂 である。 ただし残念なことに 現在、 古い僧堂はほと ど残っていない。
禅宗の伽藍建築については、近世前期に請来された黄檗禅の影響が大きく そのひとつに僧堂の禅堂化が挙げられる
）31
（
。すなわち黄檗の
禅堂では明清の坐禅専修を旨とし、隠元（一五九二～一六七三） もたらした檗規に則り、坐法は対向 し、堂宇 二方単（四版）の内堂のみで、坐牀はしばしば狭牀で函櫃を欠く場合も多い。聖 像は礼拝対象の本尊形式となって堂の奥に来迎壁を構え 仏壇 設け、例えば、京都・萬福寺では中央に巨 な観音像を安置し左右に脇侍を添える形式をと 特に注目すべきは、行鉢を別 斎 で行う方式したことで、開枕も多く 他の寮舎が使用された。戦国の混乱期 経て 京都や鎌倉 はじめ各地の主要な禅宗伽藍は焼亡し、桃山末期から始まった復興では既に古僧堂 規矩は忘 ら そ 後に登 し 黄檗 様式が急速に広まっ のであろう。その後、曹洞宗では江
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戸中期に起こった宗統復古の動きの中で面山瑞方（一六八三～一七六九）や玄透即中（一七二九～一八〇七）等の尽力によって、次第に古式僧堂の再建・建立が行われるようになった
）11
（
。ただし、現在においても、僧堂と坐禅堂（禅堂）の建築構造の違いや役割が区別されて
いるとは言い難い。
ところで、 『禅苑清規』や『赴粥飯法』といった衆僧の日常の行事・作法を説く清規類の中に、僧堂の「聖僧」についての言及はある
ものの、その具体的尊名を記すものは見られない。禅宗寺院の仏像に関し、経論その他の出典を渉猟し解説した松浦秀光氏の『禅宗古実尊像の研
究
）11
（
』には、僧形文殊の由来を説くものとして、無著道忠による禅宗用語辞典『禅林象器箋』 （寛保元年［一七四一］成立）と曹
洞宗の寺院伽藍に配置される仏・菩薩・羅漢・明王像等の因縁を広く経論から集めた面山瑞方の『洞上伽藍諸堂安像記』 （宝暦四年［一七五四］自序）を挙げている。 『禅林象器箋』 『大智度論』を引いて、比丘形の文殊菩薩が釈迦法中に声聞衆に交じって坐し、仏化を助けたことを述べ
）12
（
、また『洞上伽藍諸堂安像記
）13
（
』では、 『大乗本生心地観経』に文殊が菩薩僧と説かれることや、 『宋高僧伝』収録の五台
山で文殊が僧に化現し表われる説話等を取り上げている。留意すべきは、両者が共に『不空表制集』や最澄 『顕戒論』を引用 、僧堂に聖僧 を祀る根拠としてい こ であり、面山瑞方に至っては「食堂即僧堂也。 」と述べている。面山瑞方は古規僧堂の復興運動に関わった一人であり、であればこそ僧堂本来の役割 食堂と同一視することが可能だったのであろう。
おわりに
坐禅堂に聖僧文殊像を安置することは、 本来、 坐禅修業の場 ある僧堂が行鉢を含む生活全般の場であり、 古くは「食堂即僧堂」 であっ
たことに拠る。その淵源を辿ると、斎会の場において聖僧に供膳供養するというインド以来の伝統があり やが 唐 不空によって天下諸寺の食堂 聖僧の代表である賓頭盧尊者に加えて文殊菩薩が祀られ ようになった 不空 主張は、従前の賓頭盧上座 対して、さらにその上に文殊菩薩を置くもので、日本では最澄が大乗戒壇設立 必要性を説く『顕戒論』に不空の論を根拠 する食 の「文殊上座」が明示されている。また同時に、最澄の主張は、賓頭盧尊者と呼称してきた像を文殊菩薩 置き換えるもので こに僧形文殊 成立を見ることができる。 菩薩は、 『梵網経』に説く大乗菩薩戒の受戒において羯磨阿闍梨 して作法を司ることに加え、 『文殊師利般涅槃
東北福祉大学坐禅堂および本尊「聖僧文殊像」をめぐって
三九
経』には文殊の名を聞きその形像を見るだけで悪道に堕ちないという罪障消滅の功徳を有する。布薩において衆僧の懺悔による滅罪を助ける役目は、奈良時代以前に遡る聖僧供養の機能に合致するものであり、僧堂の本来の機能を示唆していよう。
以上、日本における聖僧供養の展開から、禅寺の僧堂または坐禅堂に聖僧文殊を祀る意義を知ることができた。ただし、今回の検討で
は、 『禅林象器箋』 等が僧堂安置の聖僧像に文殊菩薩・憍陳如・賓頭盧・大迦葉・空生・観音菩薩といった複数の尊名を挙げ「然其像不定」としている点について掘り下げることは叶わなかった。おそらくは、近世前期に行鉢の場を斎堂に移したことで聖僧供養の意味が弱まっていったことが契機と考えられる 、僧堂から禅堂へという建築構造の変遷が、本尊の尊名にも影響を与え 可能性を指摘し、今後の課題としたい。
注
（
1）
『禅林象器箋』 「聖僧」 ： 『禅宗辞典
 禅林象器箋
　
全』貝葉書院
　
一九〇九年
　
一一五頁
（
2）
横山秀哉『禅の建築』彰国社、一九六七年「第四章
　
禅宗伽藍の殿堂
　
一〇、僧堂と禅堂」
（
3）
門脇佳代子「東北福祉大学所蔵
 難波孫次郎作「一仏両祖像」および「聖僧文殊坐像」 」 『東北福祉大学研究紀要』三十八号、二〇一四年
（
1）
大久保道舟（一八九六年生～一九九四年没） 。福井県福生市の竜門寺（曹洞宗）住職。山口県防府市の曹洞宗第四中学林を卒業後、曹洞宗大学（現在の駒澤大学）に進み 正十二年卒業。その後は禅学・仏教学の研究のため同大学の曹洞宗研究生、助教授（非常勤） 、教授（非常勤）を務め、昭和十九年三月まで在任した。戦後は福井大学教授、福井女子短期大学副学長、福井工業大学教授。昭和四十三年から五十三年まで東北福祉大学学長、昭和五十三年九月から五十七年 月まで駒澤大学総長を務めた。
（
5）
本稿末に［付録］として『坐禅堂建立始末記』所収の大久保道舟謹記「坐禅堂建立始末記」全文を掲載する。
（
1）
前掲注
3
（
1）
横山秀哉（一九〇三年生～一九九二年没）愛知県瀬戸の慶昌院（曹洞宗）に生まれる。大正十二年に曹洞宗第三中学林（現愛知高等学校）を卒業。名古屋高等工業学校（現在の名古屋工業大学）建築科を昭和三年に卒業後、営繕管財局に製図掛・技手として勤務。昭和十二年、仙台高等工業学校（後の東北大学工 部）に赴任。戦後は東北大学教授、東北工業大学教授、聖和学園短期大学教授等を務めた。専門は日本建築史。 宗建築に関する研究成果の内、僧堂 禅堂）を取りあげた主な著作は以下の通り。

①横山秀哉「禅刹の僧堂に就いて」 『日本建築学会研究報告』十五号
　
一九五一年
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第一号
四〇

②横山秀哉「僧堂と禅堂」 『日本建築学会論文集』四十八巻
　
一九五四年

③横山秀哉『禅宗建築の研究』私家版
　
一九五八年

④横山秀哉『禅の建築』彰国社
　
一九六七年

⑤横山秀哉「禅宗建築随想」横山正編 禅と ・庭園』 （叢書
 禅と日本文化
 五巻）ぺりかん社
　
二〇〇二年
（
1）
『建撕記』巻之上「宇治観音導利生院僧堂勧進疏、稽首和南、敬白十方一切諸仏菩薩、賢聖僧衆、天上人閒、龍府八部、善男子善女人等、以一銭浄信、欲建立一処道場事」 『曹洞宗全書
　
史伝下』曹洞宗全書刊行会
　
一九七二年復刻
　
二十一頁
（
1）
「東京五輪に釈迦像
　
難波氏が精根こめ制作」 『神奈川新聞』昭和三十九年三月二十四日
（
11）
『駒澤大学百二十年―過去からいま
　
そして未来へ―』駒澤大学
　
二〇〇二年
　「東京オリンピックと本学」六八～六九頁
（
11）
伊東史朗「聖僧像に関する考察―観心寺像を中心に― 國華』一〇一八号
　
一九七八年
（
12）
奥健夫「東寺伝聖僧文殊像をめぐって」 『美術史』一三四号
　
一九九三年
（
13）
『東宝記抄』第一「食堂条」 ： 『校刊美術史料
　
寺院編』中巻
　
中央公論美術出版
　
一九七五年
　
四〇〇頁
（
11）
『東寺長者拝堂記』 ： 続群書類従』第二十六輯下
　
四九五頁
（
15）
長谷川誠「僧形文殊像」 『國華』九四一号
　
一九七一年
（
11）
金子啓明『文殊菩薩像』 （日本の美術三一四号）
　
至文堂
　
一九九二年
　「僧形文殊」七九～八〇頁

なお、前掲注
11の伊東論文では、僧形文殊とは限らないが、初期聖僧像と推測できるものとして奈良・岡寺「伝義淵僧正像」 、奈良・法隆寺
「伝観勒僧正像」 、京都・月輪寺「伝九条兼実像」等を取り上げている。
（
11）
『広隆寺資材校替実録帳』 ： 大日本仏教全書』寺誌叢書三
　
五十六頁

『山城州葛野郡楓野大堰郷広隆寺由来記』 （広隆寺由来記） ： 『大日本仏教全書』寺誌叢書三
　
八十二頁
（
11）
『神護寺略記』 ： 『大日本仏教全書』寺誌叢書三
　
百二十頁
（
11）
前掲注
12　
奥論文
（
21）
聖僧に関する主な参考文献は以下の通り。

小林太市郎『禅月大師の生涯と芸術』創元社
　
一九四七年

藤井恵介「醍醐寺における布薩と仏堂
─
平安初期の仏堂をめぐって
─
」佐藤道子編『中世寺院と法会』法蔵館
　
一九九四年

彌永信美『大黒天変相』 （仏教神話学Ⅰ）法蔵館
　
二〇〇二年
　「異形の佛弟子たち」

彌永信美『観音変容譚』 （仏教神話学Ⅱ）法蔵館
　
二〇〇二年
　「韋駄天から文殊菩薩へ―厨房と食堂の神々」

柴田憲良「不空奏上の文殊上座と最澄提唱の僧形文殊」 『天台学報』五十四号
　
二〇一二年

柴田憲良「 『延喜式』における聖僧」 『天台 報』五十五号
　
二〇一三年
（
21）
『梁高僧伝』巻五「釈道安伝」 ： 大正新修大蔵経』五十巻
　
三五三頁
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（
22）
『法苑珠林』 「第四十二
　
聖僧部第三」 ： 『大正新修大蔵経』五十三巻
　
六〇九頁
（
23）
『代宗朝贈司空大弁正広智三蔵和上表制集』 ： 『大正新修大蔵経』五十二巻
　
八三七頁
（
21）
前掲注
11　
伊東論文
　
十頁
（
25）
岩崎日出男「不空三蔵の五臺山文殊信仰宣布における文殊像」 『高野山大学論文集』一九九六年
（
21）
前掲注
21　
柴田論文
　
二〇一二年
（
21）
吉川真司「飛鳥池木簡の再検討」 『木簡研究』二十三号
　
二〇〇一年
（
21）
『法隆寺伽藍縁起并流記資材帳』 ： 『大日本仏教全書』寺誌叢書一
　
四頁
（
21）
『多度神宮寺伽藍縁起資材帳』 ：竹内理三編『平安遺文
　
古文書編』一巻
　
十四頁
（
31）
『大安寺伽藍縁起并流記資財帳』 ： 『 日本仏教全書』寺誌叢書二
　
百十七・百十八頁
（
31）
前掲注
21　
藤井論文
（
32）
『顕戒論』巻中「開顕文殊上座編」 ： 『傅教 師全集
　
第一』九十一～百六頁
（
33）
前掲注
32　
百一頁
（
31）
前掲注
12　
奥論文
　
一七四頁
（
35）
前掲注
32　
九十一～九十二頁
（
31）
前掲注
21　
柴田論文
　
二〇一二年
（
31）
『永平開山行状建撕記』 ： 曹洞宗全書
　
史伝下』曹洞宗全書刊行会
　
一九七二年復刻
　
二十一～二十二頁
（
31）
前掲注
1　
横山論文④・横山論文⑤
　
いずれも建長寺指図による僧堂の平面図が掲載されている。
（
31）
横山秀哉「近世禅刹伽藍計画と曹洞宗」 『宗学研究』三十号
　
一九八八年

前掲注
1　
横山論文④・横山論文⑤
（
11）
古規僧堂の流れを汲む建築として、横山氏は以下の例を挙げている。長崎・皓台寺の八版僧堂（天保三年［一八三二］ ） 、宇治・興聖寺の八版僧堂（弘化年中［一八四五～一八四八］ ） 、敦賀・永建寺の八版僧堂（嘉永六年［一八五三］ ） 、永平寺の十二版僧堂（明治三十三年再建） 、総持寺の十二版僧堂（昭和五年再建） 。なお、京都・東福寺の僧堂は貞和三年［一 四七］再建の古建築だが、明治 四年本 回禄後に一時仮堂となり内部を改修している。
（
11）
松浦秀光『禅宗古実尊像の研究』山喜房佛書林
　
一九七六年
　
二三八～二四〇頁
（
12）
『禅林象器箋』 「僧形文殊」 ：前掲注
1　
一一六～一一七頁

「智度論云。釋迦法中。無別菩薩僧。是故文殊彌勒等。入聲聞衆次第而坐（
止此
）故大乗寺文殊為聖僧。 」
（
13）
『洞上伽藍諸堂安像記』 「僧堂僧形文殊」 ： 『曹洞宗全書
　
清規』曹洞宗全書刊行会
　
一九七二年復刻
　
八二二～八二五頁

「記云。 文殊之出家形者。 経有明文。 安像於食堂者天竺有例。 支那自不空三蔵始焉。 達磨門下。 是一向 乗寺。 則食堂宜安文殊焉。 食堂即僧堂也。 」
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図版出典口絵
　
聖僧文殊像
　
東北福祉大学所蔵
　
門脇撮影
図
1　
伝聖僧文殊像
　
京都・東寺所蔵
　
文化庁監修『国宝・重要文化財大全
　
三
　
彫刻（上巻） 』毎日新聞社
　
一九九八年
　
四五一頁
　
図一一六五
図
2　
僧形文殊像
　
京都・法金剛院所蔵
　
同上
　
四五一頁
　
図一一六四
図
3　
僧形文殊像
　
滋賀・善水寺所蔵
　
同上
　
四五一頁
　
図一一六三
［付録］大久保道舟「坐禅堂建立始末記」 （東北福祉大学制作『坐禅堂建立始末記』所収）一、発願
私は去る昭和四十三年三月廿一日付をもって、本学の学長に任命されました。この月廿五日が、単科大学になってから第三回目の卒業証書授与式
で、私の名前による証書を授与しなければならぬから、急遽大学に出頭するようにとの宗務庁からの達旨があったので、この日初めて仙台駅に着いた。降札口には本学の諸教授を始め高等学校の教諭・後援会の幹部・付属幼稚園の諸先生など多数の方々の出迎えをうけ、直ちに仙台ホテルに案内された。そして諸賢位の心あたたまる歓迎の辞にひきつづき 最後に私の就任抱負を問われた。あまりにも突然のことで言葉に窮したが、胸中の雑念を整理して「 はこの大学に魂を入れたいと思う」と答えた。こ 時多くの人々は「今度の男は思いあがったことをいう人間だ」と推察されたかもしれぬ。私はあまり も大見栄をきったので、爾来そ 高言を如何にして果たそうかと、心ひそかに心配した。しかし幸いに諸先生方を初め関係者各位の御協力を得て、順調に各施設の改善増加が進み、その中に福聚殿（講堂兼体育館）の建設を行うこととな 。
その設計について、私としてはこの堂宇は、講堂と体育館を兼ねたものであるから、その形体は世間並み ものでなく 何か異色のあるものにし
たいとの考えから、設計者目黒弘先生（目黒設計事務所長） に相談をもち けたところ、六角 或いは八角にしたら如何で ょうかとの意見が出た。私は間髪容れず即座に「八角にしたい」といって、急に設計の基本が決ったが、その瞬間の感覚は全く啐啄同時の趣きが り、そ に何等か大いなるものの導きがあったように感じられた。
これを歴史的に言えば勿論聖徳太子の夢殿を模したといえるであろうが、私には法華八葉の蓮弁（法華の精神）などが脳裡に往来し、また社会事
業の元祖たる太子の設けられた四箇院（施薬院・悲田院・療病院・敬田院）の中 敬田院が頭 うかんだ。そんなことから正面ステージの奥に須弥
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壇を設け、これに一仏（釈迦牟尼仏）両祖（高祖道元禅師・太祖瑩山禅師）の御尊像を奉安し、全学帰崇の依拠とした。
これによって前に公言した魂の寄りどころだけは一応出来たものの、真箇の魂を入れたことにはならない。思うに魂を入れるということは、学人箇々が自己本来の面目を徹見し、行学一如の建学の精神に生きることである。これは容易なことではない、
それには先ず魂を磨くための道場が必要である。
以上のよ なさまざまな思量分別をめぐらしているうち、新図書館の建設工事が行われ、それに伴って、その右側に可なり広い空地が生じた。こ
れは予想外の事柄で、私にとっては天籟的現象のように感じられた。ところで、学園の全体的施設としては、既に旧校舎の改善手入れをはじめ、第二、第三の校舎も完成し、第二体育館・第三体育館も出来あがり、福聚殿も建って、一通り整備された時点であるから、この際この地に坐禅堂を建てることがふさわしく、魂 磨く無上の道場にすべき と、ここにその建設を発願したわけである。二、計画
この計画において先ず工夫しなけ ばならぬことは、資金と設計と資材の三点である。第一資金については、その建物の性質上、こ を十方帰依の浄財に頼ることにした。そのわけは、道元禅師が嘉禎元年山城興聖寺に初めて坐禅堂
を建立された時、勧進疏を作製 れ、 （巻頭にその全文を掲ぐ） 「以
二一銭之浄信
一欲
レ建
二立一処之道場
一（中略）爰雖
レ可
二　
一力終功
一、為
三偏結
二良
縁
一、廣化
二十方
一、竺土・漢土之是勝躅也、正法・像法之是僧儀也」といわれ、特信者（筆者注
　
原文ママ）一人の力にたよらず、廣く浄信を募り、
良縁を結びたいといわれた。
本学も、東北の辺陬に学園を構え 以来一百年を経過した今日、この浄業を行うのに、十方にその資を勧進すること敢えて不可能ではない 考え、
先ず勧縁の基盤を東北六県（宮城・岩手・青森・秋田・山形・福島）と北海道に置いた。そして東北はこれを各宗務所の御尽力を仰ぐこととし、北海道については、大学より直接趣意書を各御寺院に送って懇願するこ にした。
第二に設計については、これを木造にするか 或いは最近流行のコンクリート建てにして、内部構造を木造にす かが計画上 大きな問題であっ
た。いささか考えさせられる点であったが、坐禅堂本来の性格からいって、これ 古式 準じ、純然たる木造建築にするのが妥当との結論に達し 。
しかしながら、坐禅堂は禅宗伽藍の中でも特殊な形式のもので、それに伴ういろいろな故実もある。従って普通の設計屋の出来る業ではない。幸
にその道の大家であられる横山秀哉博士が此の地におられたので、早速に相談をもちかけお願い ることにした。一方大学としても、既存の坐 堂を参考にすることにして、先ず伊豆の修善寺・静岡の可睡斎・大本山総持寺・東京長谷寺（大本山永平寺別院）等の禅堂を参観して大体の方向を定めた。一方横山先生にはその大きさや内部構造等につい 、幾通りも 設計図を作製して私等を啓蒙された。
坐禅堂はもとより雲衲が坐禅修行に常詰する道場であるから、万事その形式に副 ようにすべきであるが、学園と は、学生が従昼至夜常詰す
るわけでもないから、例えば函櫃（ 衆 衣服類を収め置く櫃）の如きは、これを省き、坐禅 する「単」もこれを縮めて坐りよく改め そして外単（暫到の者の坐る単）なども省いて内単だけで五十二単 し さらに 内 露地も、すべてこれを板敷 改め、入堂するものは、あらかじめ一定の処で脱靴し、素足で入るようにした。ともかく日常生活に即し ような用式 すべて之を省 て「只管打坐 本位の構造にし 点 、従来のも
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のと違っている。
第三に資材については、既に述べたごとく木造建築に決定したものの、それを如何にして入手するかが大きな問題であった。ところが有難いこと
に、こ 事を風聞された青森県の鎌田陽三氏（本学後援会の代議員）が進んでお世話したいとの申出でをなされた。同氏は青森営林署の方であったので、青森特産の良材
ひば
を斡旋されたのである。そのために幾度か青森の山中（市浦村
山林）にまで入って樹齢四、五百年の良木を選び、これを
三和製材所に運んで製材し本学に送りとどけて下さった。この
は檜と同一の材質で、簡単には入手出来ない品であるといわれているが、その得難
いものをお世話下さったことは全く幸せなことで、仏天の一大恩恵であると思っている。真実、この堂宇 屋根の裏板にい るまでが、
を用いて
他材を交えなかったことは、何んだか一種の奇蹟のように思われてならぬ。これは全く鎌田氏の御道念の発露で、私がその恩恵に浴することの出来たことは生涯の幸せであった。 れらのことについて、鎌田 御手紙 中にも「津軽半島の
材が、四百年、五百年後の今日、東北福祉教育の殿
堂、御校の特別教室の骨格となり 壁 なり、そ 天然 美を幾百年後にまで伝えら ることは勿論、社会福祉の道を究める子弟の精神鍛冶の場なって、立派にその大任を果 すことが出来 と想う時、転々感慨が一入でございます」と見え、山中に生える多数の樹木の中から選び出されたは、それ自体幸せな存在であ いわねばな ぬ三、助縁
資金に対する基本方針は、前にも記したごとく十方篤信の方々に頼ることにしたが、さていずれから勧募を始めるべきか、いささか躊躇した。し
かしながら思うに、宗立大学 しては全くの画期的 業であってみれば、何はさ おいても先ず両大本山貫首猊下の助縁を仰ぐことが第一と考え、先ず永平寺の秦禅師に嘆願し ところ、満腔 賛意を表せられ、提出した勧募帳に即座 参百万円を記入せ た。これに勢いずいた私は、引きつづいて総持寺に拝登し、乙川禅師に嘆願したところ またまた激励のお言葉を賜っ 同じく参百万円を記帳せ た。こ 両禅師の絶大な御慈悲に大学当局一同深く感激し この事業に対する責任とその果遂 固く誓いあったわけである。
両禅師の広大な恩召し 激励された私共 さらに宗務総長を初め宗門要路の諸大徳に特志を仰ぐことにしたが、いずれの方々も実に心よく承諾
されて多額の御記帳を賜った。
前にも記した通り、これは道元禅師の御言葉に従い、十方有縁の方々に一銭の浄信をつのることが眼目であるから、いつまでも特定 諸老宿にお
すがりしていてはならぬ。そこで予定どおり早速東北六県の御寺院 助縁を仰ぐことにして、各宗務所長及び各教区長諸老師 懇願し と ろ、いずれも御快諾を得、なみなみならぬ御尽力の結果、多大の御寄附にあずかる とができた。ま 北海道について、大学事務当局より直接書状をもってお願いしたところ、これまた多数特志の方があらわれ 各地より 寄附金整理に 務担当者も困惑したほ であった。
以上は外部御寺院からの助縁についてのあらましであるが、尚、本学内の教職員間においても、この事業の意義を賛して、各自応分の寄附を申込
まれ、その額も莫大にのぼった。
さらに本学と有縁の在俗の方々からも、この浄業を聞知して、進んで助成の丹悃をかたむけられた方が多数にのぼった。道元禅師の一力の終功に
依らず、道心ある人々の一銭 浄信 よれと言われたそのお言葉が 今現前 事実 ってあらわれ まことに有難いことと 激の念に燃えて る
東北福祉大学坐禅堂および本尊「聖僧文殊像」をめぐって
四五
四、成功
以上この建築の資金・設計・資材の三者の順調に運ばれていったが、さて大きな課題は、大工棟梁をどうして選ぶかということであった。昔から
こういう特別な仕事は、俗に宮大工と称する特殊な技術者の行うものとされていたから、今度もそのことが話題にのぼった。しかし今回は特定の棟梁を選ぶことはやめて、建設会社の責任において請負わせる方がよい、それには指名入札の際、会社の良心に基き、それぞれ立派な大工名を書き出してもら ことに一決した。
かくて昭和五十二年十一月十九日、時の宗務総長田辺哲崖老師の来学を請い、その立会のもとに入札を行ったが、その結果は戸田建設株式会社に
落札した。
そこでこの年十二月 四日、地鎮鍬入の式を如法に修行し、工事は積極的に開始された。そして本年六月五日には早くも上棟式を挙げ、祈祷の棟
札を無事に禅堂棟 に掲げることができた。
その後、会社は鋭意工事を進め、予定の工程通り九月二十日を以て終了、戸田建設会社より引き渡 を了した。最後に特記すべき一事がある。それは去る六月十二日に起きた宮城沖大地震に何等の被害もなかったことである。その時 瓦を屋 に積みあ て、
屋根ふきの最中であったが、それが一枚も落下することなく、又柱・梁など少しの傾斜折損のなかったこと 、洵に御仏の加被力によるものと感謝している。五、慶讃
通常こういう場合の慶讃は、落慶と開単を中心としての法要であるが 今回は堂内安置の「聖僧」を新 謹作し 関係上、先ずその開眼 わね
ばならぬ。聖僧像の作者は、曽て福聚殿の一仏両祖像を彫刻された難波孫次郎先生（日展審査員）にお願いしたが、同氏は木曾檜の良材を用意して作製にあたられ、立派に出来あがった。
そこで開眼導師を大本山永平寺貫首秦慧玉猊下にお願いし、十月九日に教職員一同の参堂を求め、之を厳粛 行った。そ て開眼法要の後、堂頭
（学長）を中心としての開単式を如法に修行した。
尋で十月十六日、曹洞宗管長乙川瑾映猊下（大本山総持寺貫首）を拝請し、ここに落慶慶讃 大法要を厳修した。こ 時は、今回の聖業に賛助寄
進された方々の御参集を願ったが、多数の出席を得て盛況裡に終了した。
思うに両猊下には御親化繁忙の際にもかかわらず、挓泥滞水もっ 慈愛の手を垂れさせられ、遠くこの辺陬に来臨せられて、本 曠古の大事 を
全らせしめられた。洵に有難く感激に堪えぬところである。
尚、ここに特記したいことは、道元禅師が僧堂建立の際 檀主の名字を聖俗の腹心に納められたことに隋順し、今回の寄附者名簿全部を聖僧 台
座の中に収め、昼（筆者註
　
尽ヵ）未来際に伝えることにした。この事は曩に福寿殿を創建した時も、その名簿を、本尊釈迦牟尼仏の膝下に収めた
のである。いずれも、その清業を後来の君子に伝えんとする願心に外ならない。
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結
　　
語
大学に古式に準じた専門の坐禅堂を建てたことは、一般からみれば、別に宗門の教師を養成する専門の大学でもないのに、変ったことをやったと
思うであろう。これが私の初めに「魂を入れる」といった公案の現成である。学生は福寿殿を眺め禅堂を仰ぐことによって無形の精神的教養を高めるであろうし、外来者も亦、この大学は何 教育の基本精神としているかを察知するであろう。これこそ道元禅師のいわゆる「見聞 巨益であり、親近の大利 る」 （衆寮箴規）と思う。ともかくこの二つの殿堂をここに建立し得たことは、学園の永遠に生きる方向を樹立したも で、これが朽ち果てざる限り相続してゆくものと信ずる
されば若し一たび禅堂 入り、峻厳なる箴規のもと、思量の陶冶をうけたとすれば、その鉗鎚は永遠に生きる道を体得せしめ、真箇の魂を入れる
ことになるであろう。
世は今や、政治も教育も宗教も、曽ての輝かしい伝統を忘れて日々凋落の方向にくず さろうとしている。世相は全く暗澹たる情態 ある。この
秋にあたり、たとえ微力なりとも、その本家郷を逐尋し、その基を忘れざらしめることは、縦令、蟷螂の斧にも等しいかよわいものであっても、広大なる仏祖の慈恩に酬答する唯一の道ではないかと考える。
